
第一回：心の原風景となる暮らし１  

幼い頃、目にしてきたもの（2017/02/28） 

 

朝の光を受け、輝いていた母のステンドグラス風グラス 

 

幼い頃の記憶・・・どの様な場面が浮かびますか？ 

朝ごはんの美味しそうな香りにふと目が覚めて、お台所に行くと、祖母

と母が立っていて・・・。 左側にあった食器棚の中のステンドグラス

風のグラスには、綺麗な朝の光が射し込んでいました。その赤や緑色が

キラキラと輝くのを「綺麗だな」と感じた毎朝の何気ない風景。そんな風景が、年齢を重ねた今でもふと思い出され

ます。 写真のこのグラスは、今から 4５年以上前、母のお友達が作って絵を描き、プレゼントしてくれたものとの事。

それが今、光が射し込んでキラキラ輝くもの、食器などを集めるのが好きになったもとになった様な気がしています。 

 

 

 

祖母の切子のお皿 

もうひとつ、祖母が大事にしていた切子の青いお皿。  

若い頃、日本赤十字の看護婦さんだった勉強熱心な祖母。

見せてもらった教科書には、書き込みがびっしりと書かれ

ていました。 その祖母の想い出の切子のお皿を実家からも

らい、今でも宝物にしています。 季節を彩る綺麗な和菓子、

練切を載せて、お抹茶をたて味わう時間。切子に光が射し

込むと、とても綺麗です。 大人になり、自分へのご褒美に、

江戸切子のプチコレクションを！江戸切子とは、江戸末期、

江戸で始まったカットグラス工法のガラス工芸・ガラス細

工ですが、八角籠目、菊繋ぎ、菊花、麻の葉などの模様が

あり、光の反射で更に美しく輝き、心魅かれます。 その模

様から「日本の文様」にも興味が広がりました。色々な色

を集めていますが、其々に何を入れたら綺麗かな？と考え



るのも楽しい時間です。 両親の結婚記念日に贈ったり、子どもたち其々に赤と緑の酒器を贈ったり。2 人が成人した

今年のお正月は、その切子でゆっくり美味しいお酒とお料理、会話を楽しみました。 

 

お台所、祖母の膳棚 

お台所にあった祖母の膳棚のある風景も記憶に残っているものです。 「膳棚」、「ねずみ入らず」ともいうそうで、

昔はどのお宅にもあったものの様ですね。引き戸の感触、引き戸を開けた中の食器、引き出しの中の様子まで、よく

覚えています。 種類別に綺麗に収められた食器類。お皿とお皿の間には、割れない様にと綺麗な布が入っていました。

これが祖母の一番のお気に入りの食器だとか、祖父が記念に戴いた名前入りのお茶托など・・・。そのひとつひとつ

を愛おしんで、大事にしている姿。その膳棚の上には、祖母と母が作っていた「ゆすらうめ酒」や「梅酒」の瓶が並

べられ、それが季節を感じるものとなっていました。 現代に比べるとモノが少なかった時代。でもそのひとつひとつ

にストーリーを感じました。祖父母が若かった頃、父の幼い頃、結婚する前の両親の話など聴きながら心のこもった

手料理を家族で囲む食卓での時間は、私たち姉妹にとって楽しい時間でした。 

 

 

プロフィール 

明治大学短期大学 法律科卒業 ・ 慶應義塾大学 法学部卒業 

業務用カメラ―メーカー勤務・営業事務を担当 

ＳＥ人材派遣会社にて 総務人事を担当 

大手国際特許事務所にて 外国特許出願を担当 

整理収納アドバイザー1級・日本経営協会ファイリングデザイナー1級  

フラワーデザイナー・ガーデニングコーディネーター 

ルームスタイリスト 1級・シェルフィットアドバイザー 

・輸入住宅産業協会ライフスタイルプランナー 

・ライフスタイルリフォームアドバイザー 

女性が家事・育児を楽しみつつキラキラ輝く「私時間」を持つ為の空間と書類の整理=「煌めき収納®」をご提案します。 

「煌めき収納 整理・ファイリング☆フラワーで輝く私時間」 

ブログ http://ameblo.jp/kirameki-shuunou-glanz 

HP   http://www.kirameki-glanz.com 
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